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した可能性はあるが、同じく流出部に近いⅣ-1ではCs-137の蓄積している層

は薄く、異なる傾向であった。よって、Cs-137の鉛直分布の要因を明らかにす

るには湖内流動、底質の擾乱等について把握する必要があると考えられる。 

3.3 植物体と付着物のCs-137濃度の関係 

水生植物体と植物体表面の付着物に由来するCs-137濃度を図-5に示す。

洗浄前の状態では、全5試料が300Bq/kg~400Bq/kgと概ね同程度であったが、

洗浄することでCs-137濃度は低下し、浮葉植物よりも沈水植物のほうがより低

下した。沈水植物の方が水に接する比表面積が大きいため、表面の付着物

も大きくなり、その寄与が大きくなったものと考えられる。 

 部位別のヒシとそれらの付着物に由来するCs-137濃度を図-6に示す。

Cs-137濃度は、水中根で900Bq/kg以上と他の部位の3~4倍と高い値を示し

た。また、付着物由来のCs-137濃度はヒシ全体では40%であるが水中根では

60~70%であった。水中根は栄養と共にCs-137を吸収し、他の部位よりも高濃

度で蓄積していたと推測される。また、水中根は羽状であるため、土粒子や生

物膜が付着しやすく、付着物由来のCs-137濃度が高くなったと考えられる。 

3.4 底質から水生植物へのCs-137移行係数 

底質からの水生植物へのCs-137移行係数を図-7に示す。移行係数は、植

物（乾燥重量）のCs-137濃度÷土壌（乾燥重量）のCs-137濃度とする。農作物

の移行係数（イネ：0.0016~0.0033、葉菜類：0.049、キャベツ：0.026、果菜類：

0.029、バレイショ：0.02~0.03）2)と比較すると、南湖に生息している水生植物

は0.05~0.47%であり地上の農作物よりも移行係数が高いことが分かる。また、

陸稲が0.033～0.049％、水稲が1％前後と、水稲のほうが著しく高いという報

告3)があるため、放射性Csの移行係数は陸上より水中のほうが高くなる可能

性が考えられる。一方、NH４
＋は植物の根によるCs吸収を抑制する効果は小

さいが、土壌からCsを溶出させる効果はカリウムよりも大きいという報告4)がある。

南湖の底質には有機物が多く、湖水低層付近ではDO濃度が低く、NH４
＋が

発生しやすい状況である。よって、発生したNH４
＋とCs-137が入れ替わって水

生植物に吸収されているものと推測される。 

4. まとめ 

(1) 2013年と2014年の平均Cs-137濃度に有意差はなかった。底質表層の放

射性Cs濃度を低減させる場合、浚渫や覆砂等の対策が必要である。 (2) Cs-137の鉛直分布は、全地点において表

層で高く、深層で低い傾向があった。 (3) 水生植物体と植物体表面の付着物に由来するCs-137濃度は、浮葉植物

よりも沈水植物の方が高くなっていた。これは、沈水植物の方が水に接する比表面積が大きいため、表面に付着する

Cs-137が多かったと考えられる。 (4)底質から水生植物へのCs-137移行係数は、地上の農作物よりも高くなっていた。

底質に含まれる有機物の分解によりNH４
＋が生じ、底質に吸着しているCs-137と置き換わり、植物の吸収しやすい溶存

態Cs-137が増えた可能性がある。 
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